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Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
国
の
一
方
的
な
離
脱
で
頓

挫
し
た
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
府
の
規

制
改
革
会
議
Ｗ
Ｇ
に
よ
る
Ｊ
Ａ
事
業
解
体

を
示
唆
す
る
金
融
再

編
や
、
農
産
物
流
通
・

加
工
に
も
及
ぶ
関
連

業
界
の
再
構
築
が
危
険
視
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
に
呼
応
し
昨
年
は
当
Ｊ
Ａ
の
機

ＪＡ機構を補完
7部1室15課で
新体制スタート

Ｊ
Ａ
の
機
能
を
フ
ル
に
発
揮

構
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
が
、こ
の
た
び
、

事
業
方
針
の
具
体
化
を
補
完
す
る
＂
機
構

の
見
直
し
＂
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業

推
進
の

機
構
は

７
部
１
室
15
課
制
。
貸
付
を
含
め
た
金
融

商
品
の
推
進
強
化
の
た
め
共
済
部
を
共
済

課
・
推
進
課
の
２
課
制
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
部
の
機
能
強
化
に
向
け
て
は
、
営
農

部
管
轄
で
あ
っ
た
生
産
部
会
組
織
を
販
売

部
の
販
売
戦
略
と
連
動
さ
せ
る
た
め
、
生

産
振
興
課
と
し
て
業
務
を
担
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
施
設
管
理
・
穀
類
施
設
総
体
を

一
体
化
し
た
施
設
課
を
新
設
。
こ
の
こ
と

か
ら
販
売
部
所
轄
は
従
来
比
１
課
増
の

４
課
と
な
り
ま
す
。
道
大
会
で
決
議
さ
れ

た
「
組
合
員
所
得
の
20
％
増
大
」
に
向
け
、

販
売
事
業
の
役
割
は
特
に
大
き
く
、
全
道

各
Ｊ
Ａ
と
も
銘
柄
の
確
保
や
特
産
化
に
力

点
を
置
き
、戦
略
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
直
接
販

売
を
中
心
と
す
る
多
元
的
な
販
売
を
推
し

進
め
て
い
ま
す
。
特
に
「
㈱
美
瑛
選
果
」

「
同
新
千
歳
空
港
店
」「
東
京
事
務
所
」
と

連
動
し
た
独
自
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法

を
用
い
、
広
報
・
商
品
企
画
・
契
約
販
売

な
ど
企
業
的
な
感
性
を
取
り
込
ん
だ
販
売

を
行
い
ま
す
。

　

農
畜
産
販
売
に
向
け
て
は
従
来
か
ら
当

Ｊ
Ａ
の
基
本
で
あ
る
「
販
売
力
の
強
化
」

を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
加

え
て
新
た
な
輸
出
事
業
の
展
開
の
た
め
に

「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
で
販
売
促
進
を
行

い
、
営
業
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
具
体

的
な
方
策
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
株

式
会
社
」
を
販
売
部
が
統
括
し
、
販
売
上

の
課
題
解
決
策
を
講
じ
な
が
ら
、
事
業
計

画
の
目
標
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
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　農林水産省は、韓国で約 10ヵ月ぶりに口蹄疫（O
型）の発生が確認されたことを受け各都道府県や畜
産農家など関係者に最大限に警戒するよう呼び掛け
ている。韓国の農林畜産食品部は忠清北道報恩郡の
乳用牛飼育農場で口蹄疫の感染を確認したほか 8日
にも京畿道漣川郡の牛農場でそれぞれ感染例が見つ
かったと報じている。2月 5日、韓国の政府は危機
警報段階を「警戒」から「深刻」に引き上げ、家畜
や関係車両などの移動制限のほか、口蹄疫ワクチン
の一斉接種、家畜市場の一時閉鎖など防疫措置を強
化しているというもの。
　ただ、韓国では昨年 11 月以降、高病原性鳥イン
フルエンザのまん延を防げず、これまでに約 3300
万羽が殺処分されるなど深刻な事態に陥っている。
　道農政部は７日夕、韓国で口蹄疫が発生したこと
を受け道内への侵入防止対策に万全を期すため、農
業団体や関係機関、流通業者などと同病に関する情
報を共有して危機意識を高めるとともに、昨年末に
通知した「年末・年始および春節における口蹄疫等
に関する防疫対策の強化」に基づく発生予防対策の
実施をあらためて呼び掛けているものの新聞報道等
は極めて低調なのが現実だ。韓国では昨年 3月 31
日に確認された事例を最後に新たな発生はなく今回
は約 11 カ月ぶりとなっているものの、中国や台湾
でも口蹄疫正常化の見通しは立っていないことから、
農水省は警戒態勢を崩しておらず、都道府県や酪農・
畜産関係団体などに対し、飼養衛生管理基準の順守
徹底や早期発見・早期通報、発生時の的確な初動対
応の再確認を呼び掛ける通知を発出している。発生
予防の観点から、畜産関係者に対し、口蹄疫発生国・
地域への渡航を可能な限り自粛するよう求めるとと
もに、渡航する場合は畜産関連施設への立ち入りや
動物との不用意な接触を避けること、帰国時は到着
した空海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り、家
畜防疫官の指導を受けるよう促している。さらに、
生産者においては牛舎など衛生管理区域に関係者以
外の立ち入りをさせず、不要な物を持ち込ませない
ように管理すること、人の立ち入りや物品を持ち込
む際は洗浄や消毒等の措置を講じるなど、飼養衛生
管理の徹底で侵入をさせてはならない。対岸の火事
では済まない。

対岸の火事では済まされない隣国の事情

「口蹄疫」防疫対策の徹底呼び掛け

□監査室室長（施設部部長）	 中橋　　勇治
□総務部部長（総務部部長兼務監査室室長）	 中村　　紀之
□販売部部長兼務ＪＡびえい販売㈱常務（販売部部長）	 鈴木　　勝也
□総務部管理課課長（販売部経理課課長）	 植田　　隆彰
□共済部推進課課長（販売部経理課課長）	 小崎　　裕司
□営農部営農支援課課長（営農部営農支援課係長）　　江花　　光春
□営農部営農企画課課長（営農部生産振興課課長）　　中野　　　宏
□販売部経理課課長（総務部管理課課長）	 神子素　賢一
□販売部付課長　ＪＡびえい販売㈱〈出向〉営業課長
　　（総務部付課長美瑛選果〈出向〉）	 加藤　　正樹
□販売部販売促進課課長兼務ＪＡびえい販売㈱営業部長
　　（販売部販売二課課長）	 鈴木　　紀寿
□販売部販売促進課課長兼務ＪＡびえい販売㈱営業課長
　　（販売部販売一課課長）	 井上　　匡史
□販売部販売促進課課長〈パッケージセンター長〉
　　（販売部販売一課課長）	 栢木　　貴志
□販売部生産振興課課長兼務ＪＡびえい販売㈱営業課長
　　（販売部販売一課課長）	 佐々木　昭大
□販売部生産振興課課長（営農部営農支援課課長）	 平間　　尚貴
□販売部施設課課長（施設部施設課課長）	 野尻　　和典
□販売部施設課穀類乾燥施設工場長
　　（施設部施設課穀類乾燥施設工場長）	 小山　亜紀夫
□総務部付係長	㈱美瑛選果〈出向〉（購買部農業機械課係長）	 神藤　　陽一
□総務部管理課係長（金融部融資課係長）	 川村　　直美
□金融部融資課係長（金融部融資課主任）	 永澤　　詩織
□営農部営農支援課係長（金融部貯金課係長）	 三田村　絵美
□営農部営農企画課係長（営農部生産振興課係長）	 松田　　充浩
□販売部販売促進課係長（販売部販売一課主任）	 天野　　　瑛
□販売部生産振興課係長（販売部販売一課主任）	 内田　　達也
□販売部経理課係長（総務部管理課係長）	 浦島　　明美
□販売部付係長　ＪＡびえい販売㈱〈出向〉営業係長
　　（販売部販売一課係長）	 髙橋　沙緒里
□購買部生産資材課係長（共済部共済課係長）	 佐藤　　秀治
□販売部販売促進課主任（販売部販売一課主任）	 中村　　英司
□販売部施設課主任（施設部施設課主任）	 鎌田　　　陽
□金融部融資課主任（金融部融資課）	 中村　　千代
□共済部推進課（共済部共済課）	 鳥取　大二朗
□共済部推進課（共済部共済課）	 安原　　朋希
□共済部推進課（営農部生産振興課）	 　　　　　　髙橋　はるか
□共済部推進課（購買部生産資材課）	 山本　　　悠
□販売部販売促進課（販売部販売二課）	 六鹿　　舞子
□販売部販売促進課（販売部販売一課）	 工藤　　優佳
□販売部販売促進課（販売部販売一課）	 西舘　　優菜
□販売部生産振興課（営農部営農支援課）	 松下　　広樹
□販売部生産振興課（販売部販売二課）	 長谷　　郁人
□販売部生産振興課（販売部販売一課）	 中家　　良太
□販売部生産振興課（販売部販売一課）	 川﨑　　雄作
□販売部生産振興課（販売部販売二課）	 山口　真里奈
□畜産部畜産課（施設部施設課）	 児玉　　翔吾
□販売部付　ＪＡびえい販売㈱〈出向〉	 中山　　　智

職員の動き【（　）内は異動前の部署名】〈2月28日付〉
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Ａ
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。
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盟
友
の
力
を
総
結
集 

美
瑛
農
業
の
未
来
を
つ
く
る

新
部
長
に
福
田
寿
行
さ
ん
（
宇
莫
別
・
朗
根
内
ブ
ロ
ッ
ク
）

平成28年度

　

盟
友
の
力
を
総
結
集
し
て
美
瑛
町
農
業

の
未
来
を
つ
く
る
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
第
67
回

定
期
総
会
が
２
月
７
日
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
参
加
者
一
同
で
「
青
年
組
織

綱
領
」
を
朗
唱
し
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

中
野
部
長
は
「
Ｊ
Ａ
が
今
後
進
め
る
豪
州

タ
ス
マ
ニ
ア
に
お
い
て
の
交
流
事
業
に
向

け
た
視
察
を
行
っ
た
。
現
地
で
は
会
議
や

交
流
な
ど
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
消
化

し
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。
今
後
の
参
加

に
向
け
て
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
も
こ

の
総
会
を
活
発
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
、
続
く
浦
島
専
務
は
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
米
国
の
脱
退
に
関
連
し
、

第
67
回
青
年
部

定

期

総

会

盟
友
の
力
を
総
結
集 

美
瑛
農
業
の
未
来
を
つ
く
る

新
部
長
に
福
田
寿
行
さ
ん
（
宇
莫
別
・
朗
根
内
ブ
ロ
ッ
ク
）

今
後
２
国
間
の
貿
易
交
渉
と
な
る
。
経
過

次
第
で
は
相
手
国
や
我
が
国
の
財
界
か
ら

の
農
産
物
へ
の
開
放
圧
力
が
懸
念
さ
れ
る
。

盟
友
の
力
の
総
結
集
を
」
と
激
励
。
事
業

報
告
で
は
、
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部
大
会

で
の
「
１
分
間
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
の

２
年
連
続
の
最
優
秀
受
賞
や
、
Ｊ
Ａ
道
青

協
会
長
賞
受
賞
な
ど
で
の
部
員
の
活
躍
、

漁
協
青
年
部
と
の
交
流
さ
ら
に
は
農
政
活

動
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
29
年
度
事
業
を
推
進
す
る
役
員
改
選

で
は
、新
部
長
に
福
田
寿
行
さ
ん（
宇
莫
別
・

朗
根
内
）
を
選
任
し
、
別
記
の
体
制
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

平成29年度

部長　福
ふく

田
だ

　寿
とし

行
ゆき

＜宇莫別・朗根内＞

副部長　松
まつ

村
むら

　義
よし

昭
あき

＜北台・旭＞

常任理事　増
ます

山
やま

　嵩
たか

明
あき

＜東瑛・美沢＞

常任理事　浦
うら

島
しま

　匡
まさ

貴
き

＜北台・旭＞

常任理事　酒
さけ

本
もと

　新
しん

一
いち

＜コタン・美馬牛＞

監事　松
まつ

原
ばら

　幸
こう

司
じ

＜宇莫別・朗根内＞

ブロック長
　理　事　　外

と

山
やま

　駿
しゅん

介
すけ

＜コタン・美馬牛＞

ブロック長
　理　事 　本

もと

山
やま

　忠
ただ

寛
ひろ

＜東瑛・美沢＞

ブロック長
　理　事 　谷

たに

本
もと

　雅
まさ

哉
や

＜宇莫別・朗根内＞

ブロック長
　理　事 　本

ほん

郷
ごう

　　歩
あゆむ

＜北台・旭＞

全員で青年部組織
綱領の朗唱（上）

開会あいさつを述
べる中野隼太部長
（中）

活発に意見が交わ
されました。（下）
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第 9 回　フレッシュミセス会定期総会
新会長に佐藤窓夏さん（北台）選任

女性部定期総会
新部長に坂田友子さん選任

平成28年度平成29年度

部長　山
やま

本
もと

　京
きょう

子
こ

＜北台・朗根内＞

副部長　佐
さ

渡
ど

　祐
ゆう

子
こ

＜瑠辺蘂・旭新・水沢＞

書記　小
お

原
ばら

　治
はる

美
み

＜美沢・置杵牛＞

監事　堀
ほり

内
うち

　里
さと

美
み

＜東瑛＞

書記　三
み

上
かみ

真
ま

奈
な

美
み

＜美沢＞

会長　佐
さ

藤
とう

　窓
まど

夏
か

＜北台＞

監事　松
まつ

本
もと

　優
ゆ

香
か

＜コタン・美馬牛＞

　

女
性
部
の
定
期
総
会
が
２
月
６
日
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
64
回
目
を
数
え
て
開
催

さ
れ
た
総
会
に
は
60
名
余
の
部
員
の
皆
さ
ん
が
参

加
。
Ｈ
28
年
度
事
業
や
収
支
報
告
、
新
年
度
の
事

業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
年
度
の
事
業
方
針
と
し
て
「
農
村
女
性
組
織

と
し
て
結
束
力
の
強
化
を
基
本
に
未
加
入
者
の
参

加
を
見
据
え
た
活
動
の
展
開
、
地
産
地
消
、
食
農

教
育
活
動
」
な
ど
を
基
本
に
組
織
強
化
・
事
業
参

加
・
生
活
を
守
る
活
動
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
新

部
長
に
山
本
京
子
さ
ん
（
北
台
・
朗
根
内
）
を
選

任
し
ま
し
た
。

　

農
業
、
農
協
と
も
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
中
で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
一
翼

を
担
う
女
性
組
織
。
今
回
も
支
部
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね

ら
れ
、
慎
重
な
意
見
交
換
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
の
総
会
が
２
月
８
日

Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
Ｈ
28
年
度
の
事
業
報
告
や
新
年
度
の
計
画

な
ど
が
承
認
さ
れ
、
新
会
長
に
佐
藤
窓
夏
（
北

台
）
さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。
別
記
の
新
役
員

体
制
で
事
業
実
施
の
中
心
を
担
う
こ
と
を
確
認

し
、
新
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
事
業
で
は
「
仲
間
づ
く
り
へ
の
取
組

み
・
地
産
地
消
・
食
農
教
育
の
取
組
み
・
助
け

合
い
や
子
育
て
支
援
活
動
へ
の
取
り
組
み
」
な

ど
６
つ
の
重
点
目
標
を
確
認
し
ま
し
た
。
農
協

改
革
に
象
徴
さ
れ
る
組
織
攻
撃
は
大
き
な
問
題

と
し
て
組
織
活
動
に
も
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

女
性
の
果
た
す
役
割
は
地
域
や
家
庭
で
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
誇
り
を

持
っ
た
女
性
組
織
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
事
業
の
推
進
の

た
め
支
部
組
織
の
枠
組
み
を
見
直
し
、
新
た
な
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

第64回女性部定期総会
新部長に山本京子さん（北台・朗根内）選任

第 9 回　フレッシュミセス会定期総会
新会長に佐藤窓夏さん（北台）選任
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　弾む会話、
   　和気あいあい

	女性部では、１
月 16日に部員 2

5名が参加して冬
期研

修会が開催され
ました。今回は

森の湯花神楽に
て、調

体体操の講習を受
けました。講師は

、ｉ進伝心プロジ
ェ

クト代表の岩岡
勝人氏でした。

工業高校の体育
教師で

もある岩岡先生
の楽しい話を聞

きながら、奥山
コーシ

ン作詞、みのや
雅彦作曲の軽快

な音楽に合わせ
た“ひ

がしかわＡ～ｔ
ｏ～Ｚ調体体操

”をＪＡひがし
かわの

笹村道雄内部監査
室長に教わりまし

た。腰痛や肩こり
に

悩まされている
人も多く、ねじ

りの動きを良く
する体

操や、股関節の
バランスを良く

する体操など、
リズム

に合わせて行い
ました。この体

操をしっかり覚
え、こ

れからの農作業
で痛みを少しで

も軽減できれば
良いと

思いました。

　講習の後は、
講師の方と一緒

に昼食をいただ
きまし

た。おいしい昼
食に和気あいあ

いと話も弾み、
お風呂

に入ったり、ア
イスを食べたり

と、楽しいひと
時を過

ごせました。

　帰りのバスの
中でも会話が途

切れることがな
く、楽

しい一日を終える
ことができました

。

　部員の皆さま
に何かとご協力

をいただき、役
員の任

期を終えること
ができました。

この一年貴重な
経験を

させていただい
たこと、感謝し

ています。すで
に農作

業を始められて
いるところもあ

るようですが、
体を労

わり、事故の無
いように十分気

を付けていただ
き、皆

さまが笑顔にな
るような実り豊

かな年となるよ
う心よ

り願っております
。

　　　　 報告／（平成 28
年度）

女性部　監事

　　　　髙橋　千
里

リズムに合わせて
調体体操

昼食も和気あいあい
デコレーション
クッキー完成！

笑いの絶えない
研修でした

　仲間がいるから
      楽しく…。		

　フレッシュミセス会では、1月 27 日に札幌にて冬期研修会を行いました。
　当日の朝、美瑛はとても風の強い日で、札幌まで着けるかと心配しながらバスに乗り込みました。バスの中では、声が枯れるくらい会話も弾みました。札幌に着くと外は雨。1月に雨が降るほど暖かい日で、雨もしたたるいい女になりながら移動しました。
　白い恋人パークではクッキーにホワイトチョコでオシャレにデコレーションする体験をしました。家族の顔を描いている人もいて、それぞれのクッキーのデコレーションを見るのもとても楽しかったです。　それから、京王プラザホテルにて昼食をいただきました。オシャレな場所で、家では再現することのできないメニューを少しずつお皿にとり、楽しい会話をしながら食べるランチはまた美味しかったです。他の支部の方とも色々な話ができて、交流もできました。　そして自由行動では、札幌駅で思い思いの行きたい場所に行き、快く送り出してくれた家族へのお土産などを買ったり、少ない時間ではありましたが、好きなように時間を楽しんでいました。
　札幌にいる時間は、芸能人のような分刻みのスケジュールで楽しい時間はあっという間に過ぎ、帰りのバスでも疲れを見せずに会話をしながら、またあっという間に家に着いてしまいました。

　朝から夜まで、楽しく過ごさせていただきましたが、「まだまだ時間が足りないね！」という気持ちでいっぱいでした。楽しくて楽しくて「次はこんな所に行きたいね。」とか、「こんなこともしてみたいね。」と、話は盛り上がりました。どんな行事も一緒に行ける仲間がいるからこそとても楽しいものです。みんなでお出かけする機会はそんなに多くないと思いますが、こうやって楽しめる人がもっともっと増えるといいと思います。　帰ってきてからも、お土産を嬉しそうに食べてくれる家族に私も嬉しくなりました。　ご参加いただいた皆さま、また会員を快く送り出してくださったご家族の皆さま、ありがとうございました。

報告／（平成 28年度）フレッシュミセス会　会長　　　　藤原　よしみ
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平
成
29
年
１
月
、
北
海
学
園
大

学
経
済
学
部
と
北
海
道
大
学
農
学

部
に
お
い
て
、
学
生
向
け
授
業
の

一
環
と
し
て
「
北
海
道
農
業
の
概
要
と
、
そ
れ

を
支
え
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
役
割
」
に
つ
い
て

講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
農
業
が
日
本
の
食
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
道
民
と
し
て
誇
り
を
持
っ
た
」

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
提
供
等
様
々
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
等
の

感
想
を
い
た
だ
き
、
北
海
道
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
「
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５

０
万
人
づ
く
り
」
に
向
け

た
情
報
発
信
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
パ
ー

ル
ラ
イ
ス
部
で
は

「
ゆ
め
ぴ
り
か
ご
は

ん
」
と
「
北
海
道
こ
め
油
」
に

次
ぐ
米
関
連
商
品
と
し
て
、
日
本
食
品
製
造
合

資
会
社
（
札
幌
市
）
と
共
同
開
発
に
よ
り
、
１

月
か
ら
「
ゆ
め
ぴ
り
か
の
乾
燥
玄
米
入
り
グ
ラ

ノ
ー
ラ
（
２
３
０
ｇ
入
り
）」
の
発
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
朝
食
の
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
牛

乳
や
豆
乳
を
か
け
て
食
べ
る
の
が
お
勧
め
。

　

道
内
Ａ
コ
ー
プ
や
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
等

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
取
扱
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

（
取
り
扱
い
の
な
い
店
舗
も
あ
り
ま
す
）

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
寄
贈
を
平
成
21
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
各
駅
に

７
台
、
大
空
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
１
台
の
計

８
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

累
計
寄
贈
数
は
、
今
年

度
分
を
含
め
て
、
43
先
65

台
と
な
り
、
救
命
活
動
や

救
命
講
習
等
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
第
68
回
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、

平
成
28
年
度
Ｊ
Ａ
共
済	

全
道
小
・
中
学
生
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
64

点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

２
６
０
万
人
を
超
え
る
来
場
者
数
と
な
っ
た

「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」
で
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
北

海
道
の
活
動
と
交
通
安
全
へ
の
思
い
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
道
内
の
み
な
ら
ず
、
全

国
や
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
方
々

に
も
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
伝
え
、

事
故
防
止
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

【
旭
川
厚
生
病
院
で

　
　
　
「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

　

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の

方
を
対
象
と
し
て
、
隔
週
土
曜
日

に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
午
前
中

に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、
検
査
結
果
は
受
診

日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届
け
し
ま
す
。
前
立

腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

も
可
能
で
す
。

　

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

　
（
℡
０
１
６
６-

３
３-

７
１
７
１

　
　
　
　
　

(

内)

２
１
４
６
・
２
１
９
８
）

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

写
真
：
Ｊ
Ｒ
滝
川
駅

Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
よ
り
贈
呈
↓
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●温野菜サラダ・ピーナツソース添え●

⑴カボチャ・サツマイモ・レンコンは一

口大に切る。ニンジン・ゴボウは６～

７ｃｍの長さに切る。

⑵レンコンとゴボウは水にさらしてあく

を抜く。
⑶温めた蒸し鍋に、じっくり熱するほど

に甘くなるカボチャとサツマイモを入

れて 10 分蒸し、ニンジン・レンコン・

ゴボウを加えて 10 ～ 15 分ほど蒸す

（野菜の大きさにより調整）。

⑷ピーナツソースの材料をよく混ぜ合わ

せる。ソースの濃度は水を加えながら

調整する。
⑸皿に蒸した野菜を盛り付け、ソースを

添える。

カボチャ……………１５０ｇ	 	 レンコン…………６０ｇ
サツマイモ…………１５０ｇ	 	 ゴボウ……………６０ｇ
ニンジン………………６０ｇ
ピーナツソース
ピーナツバター	…大さじ１．５	 	 塩…………小さじ１／２
蜂蜜……………………小さじ１	 	 みそ………小さじ１／５
白ワインビネガー……小さじ２	 	 練りからし…………少々
酢………………………小さじ２	 	 水……………………適量

　ピーナツの香りが、甘い野菜のおいしさをアップ。蒸し料理はお鍋一つ
で素材のうま味を引き出す簡単クッキング。蒸し板があると便利です。蒸
した後の鍋の中のお湯には野菜のうま味が詰まっていますので、スープや
みそ汁に加えましょう。

（3 人分）

身近な材料でハンドメイド

かんたん手づくり雑貨
寺西恵里子　著
■定価 1,404 円（税込）
手先を楽しく動かして手づくりの
雑貨を作るアイデアを多数紹介。
特別な材料や道具は使わず、新聞
紙や毛糸などの身近な素材で手軽
に作れる。すべての作品に詳しい
手順写真がついているので、初心
者でも安心。

忙しい朝でもすぐできる

ごはん同盟のほぼごはん弁当
主菜別

献立がすぐ決まる副菜レシピ帖

しらいのりこ　著
■定価 1,296 円（税込）
白いごはんはもちろん、混ぜごは
んや炊き込みごはん、おむすびな
どごはんが主役のお弁当レシピ。
ごはんを工夫すれば、作るのも詰
めるのもラクになる。調理にも手
間がかからないから、忙しい人に
もおすすめ。

堤　人美　著
■定価 1,404 円（税込）
鶏のから揚げやぶりの照り焼きな
ど、おなじみの主菜に合う副菜を
１５３品紹介。身近な素材で手軽
に作れて組み合わせも自由だから、
今日の献立がすぐ決まる。副菜を
変えて、毎日の食事をバラエティ
豊かに。

Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
の
活
用
も
！



☆
当
選
者
は

河　

村　

ア
イ
子
さ
ん

高　

橋　

和　

子
さ
ん

高　

橋　

真
利
子
さ
ん

林　
　
　

羽　

唯
さ
ん

鎌　

田　

真
奈
美
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
青
く
光
る
イ
カ
。
富
山
湾
の
名
物

で
す

②
積
も
れ
ば
山
と
な
り
ま
す

③
鮮
や
か
な
赤
の
こ
と

④
徳
川
家
康
は
―
―
大
将
軍
に
任

ぜ
ら
れ
ま
し
た

⑥
ス
ペ
ア
と
も
い
い
ま
す

⑨
長
年
掛
け
た
保
険
が
―
―
を
迎

え
た

⑩
七
福
神
が
乗
っ
て
い
ま
す

⑪
や
き
そ
ば
や
た
こ
焼
き
に
掛
け

ま
す

⑬
美
空
ひ
ば
り
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
東

京
―
―
」

⑭
カ
ウ
ン
タ
ー
の
あ
る
洋
風
酒
場

⑯
川
を
渡
る
た
め
に
架
け
ま
す

②
起
立
、
礼
、
―
―

⑤
手
紙
の
こ
と
。
お
―
―
を
あ
り

が
と
う

⑦
花
な
ど
で
作
ら
れ
た
ハ
ワ
イ
の

首
飾
り

⑧
漢
字
な
ど
に
付
け
る
振
り
仮
名

⑨
食
材
を
切
る
と
き
に
置
き
ま
す

⑪
―
―
に
決
め
ず
、
慎
重
に
考
え
た
い

⑫
「
お
や
つ
は
冷
蔵
庫
の
中
」「
洗

濯
物
入
れ
て
お
い
て
」
の
よ
う

な
メ
モ

⑭
と
げ
の
あ
る
美
し
い
花

⑮
雄
鹿
に
は
枝
分
か
れ
し
た
物
が

生
え
ま
す

⑯
バ
ジ
ル
や
タ
イ
ム
、
ミ
ン
ト
な
ど

⑰
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
あ
ち
ら
へ
フ
ラ

フ
ラ
、
こ
ち
ら
へ
ヨ
ロ
ヨ
ロ

Ａ
→
Ｅ

『
ク
ロ
ツ
カ
ス
』
で
し
た
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7
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ス
ミ

ザ
ツ
コ
ク ゾ

ウ
ス
イ

ゴ
ク
ラ
ク

ロ
ケ

ク
ツ

ケ
オ

ビ
ス

ソ
ウ
ジ
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【全体運】リラックスできそう。ヒーリング音楽や
アロマなど、癒し効果のあることを取り入れるの
に最適。直感を大切に。

【健康運】食べ過ぎに注意。食事の栄養価も考えて
【幸運を呼ぶ食べ物】ハッサク

【全体運】人脈のネットワークを広げる好機。飲み
会はもちろん、オフ会などにも積極的に参加し
て。情報収集も好結果に

【健康運】疲労回復にはマッサージを。効果絶大！
【幸運を呼ぶ食べ物】カラシナ

【全体運】落ち着いて行動したい時期。焦って動く
とミスを誘発するだけなので、冷静に。開運に
は精進料理を食べると吉

【健康運】疲れを感じやすいかも。小まめな休養を
【幸運を呼ぶ食べ物】クレソン

【全体運】いろいろなことに興味を抱くはず。意欲
的に取り組めば、手応えを得られそう。海外に
関する事柄にも幸運あり

【健康運】ストレス発散に軽い運動を。散歩が有効
【幸運を呼ぶ食べ物】タイ

【全体運】物事を邪推しやすく、親切にされても何
か裏があるような気がしがち。考え過ぎないこ
と。足湯で気分を変えて

【健康運】イライラは体調に悪影響大。気分転換を
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】優柔不断になりやすい月。迷ったら、独
りで悩まず、信頼できる人に相談を。ただ、重
要な決定は延期が正解

【健康運】次第に好転。体力アップに向いています
【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ

【全体運】ネガティブに物事を捉えてしまいそう。
意識してプラス思考を。神社など、神聖な場所
に出掛けると開運可能

【健康運】急激な運動は×。徐々に体を慣らして
【幸運を呼ぶ食べ物】ワケギ

【全体運】クリエーティブな活動を楽しむのに向い
ています。芸術的な趣味を堪能しては。親しい
友人たちとの行楽も幸運

【健康運】ちょっとしたけがに気を付けて。慎重に
【幸運を呼ぶ食べ物】ナバナ

【全体運】感情的になりやすい期間。他人の行動に
あれこれ口を挟むとトラブルの原因に。親しい相
手でも過干渉は控えて

【健康運】下り坂。でも、心配し過ぎは逆効果です
【幸運を呼ぶ食べ物】パセリ

【全体運】知的好奇心が旺盛に。興味を引かれる
ことがあれば、試してみて。新しい趣味や習い
事を始めるのもお勧め

【健康運】体調が上向く兆し。元気に活動できそう
【幸運を呼ぶ食べ物】数の子

【全体運】和やかムード。やるべき作業を片付け
たら、その後はプライベートタイムを満喫できま
す。好きなことに励んで

【健康運】食生活の乱れから悪影響が。改善が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ハマグリ

【全体運】性格のプラス面が評価される気配。周囲
のサポートもあり、すんなり新たな展開が。再トラ
イの成功確率も高め

【健康運】軽く体を動かせば、体調に好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】キャベツ

12
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アルーダ JA びえい
「売りたい遊休農機」「買いたい

中古農機」ありませんか？

ＪＡバンクをご利用の
お客様へ

　中古農機常設展示場『アルーダＪＡびえい』で
は、２０１７年のオープンフェアを 4 月７日（金）
に開催いたします。
　オープンに向けて皆様の「売りたい中古農機」

「買いたい中古農機」の情報を収集し、より一層
の流通促進を図りたくご協力お願い致します。
　なお、お申込は、別紙折込の申込書でも受付致
しておりますのでＦＡＸ
でお申し込み下さい。
　詳しくは研修センター
までお問い合わせ下さい。

　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとう
ございます。
　このたびＪＡバンクの全国統一電算システムの
更改にともない、誠に勝手ながらＡＴＭ・ＪＡネ
ットバンク等のサービスを一時休止させていただ
きます。
　ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力
を賜りますようお願い申しあげます。

休止日　　３月１８日（土）
対　象　　・ＪＡバンクＡＴＭ
　　　　　・ＪＡネットバンクサービス
　　　　　・コンビニ等のＡＴＭ
　　　　　・デビットカードサービス

研修センター　
　　☎ 92-0588  FAX 92-3914

貯金課　金融店舗　☎ 92-4325

夏タイヤの早期予約で
組替・バランス調整をサービス

５月３１日まで
　オートサービスセンターでは、夏タイヤの早期
予約を受け付けています。
　５月 31 日までにご予約された方は、タイヤ組
替、ホイルバランス調整をサービスさせていただ
きます。（トラック等は除く）
　詳しくは、オートサービスセンターフロントに
お問い合わせ下さい。

＊アロック VIP 会員は
店頭給油が１円 /ℓ　
6 ヶ月間（70ℓ / 月
まで）値引になります。

オートサービスセンター　☎ 92-2156
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☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ

　39,800 円（税別）

各種検診受診料の
助成について

共済部共済課共済店舗　☎ 68-7017

　ＪＡびえいでは、正組合員を対象に助成措置を実
施しております。

　○各種検診　
　　　～　検診料の 50％　但し 6,480 円上限
　○脳ドック
　　　～　検診料の 20％　但し 4,320 円上限
　○肺ドック
　　　～　検診料の 20％　但し 2,160 円上限

 ※領収書をご持参のうえ、共済窓口までお越し下さい。
 ※上記記載助成措置は、正組合員とその家族限定です。

担い手後継者
研修助成事業

美瑛町農業振興機構　☎ 92-2855

　町では、担い手後継者の修学（北海道立農業大学

校、拓殖大学北海道短期大学環境農学コース、富良

野緑峰高校農業特別専攻科）に要する費用について、

年間６０万円×２年を限度に助成しています。

　平成２８年度の申請がお済みでない方、または平

成２９年度から修学予定の方は、美瑛町農業振興機

構（ＪＡ２階）までお知らせください。

家族みんなで取り組もう
 農作業安全！！

研修センター　☎ 92-0588

平成 28 年度　農作業事故発生状況
（農業労災対象申請分）

平成 28 年 2 月 1 日～平成 29 年 1 月 31 日（1 年間）

◎農作業事故件数20件（特別加入17件、出面3件）　　
　　　　　　前年22件（特別加入19件、出面3件） 　　
上記事故件数の内　入院3件（特別加入3件、出面0件） 
　　　　　　前年　入院7件（特別加入7件、出面0件） 
　　　　　　死亡　　0件    
　　　　　　前年　　0件    
◎事故発生状況　　挟む・巻き込み4件、強打6件  
　　　　　　　　　切傷1件、転落7件、
　　　　　　　　　家畜による事故2件   
     

農　機　協

種子消毒をされる方必見 !!
クルーザーやペアカスミン
を使用する際に電動でまぜ
てくれるのでラクチン。

昨年は早期に完売してしまい、ご迷惑をおかけしま
した。今年も他地域で豆が増えるという話がありま
す。早めのご注文をお願いいたします。

まぜコン

豆の種子消毒に !!
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農
作
業
に
限
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
周

囲
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
、「
絶
対
の
安

全
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
小
さ
な
「
事

故
の
芽
」
を
摘
み
取
っ
て
お
け
ば
、
大

き
な
事
故
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

他
人
任
せ
で
安
全

が
保
た
れ
る
と
考

え
て
い
れ
ば
、
そ

れ
は
大
き
な
間
違

い
で
す
。

　

安
全
は
自
分
で

確
保
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
農
業

機
械
の
場
合
は

「
安
全
鑑
定
」
と

い
う
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
事
故
を
起

こ
し
に
く
い
よ
う
に
な
っ
て
は
い
ま
す

が
、
作
業
方
法
に
問
題
が
あ
れ
ば
事
故

ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
の

周
囲
に
潜
ん
で
い
る
事
故
の
芽
を
い
ち

早
く
察
知
し
、
そ
の
危
険
が
小
さ
い
う

ち
に
駆
除
す
る
か
、
そ
の
芽
か
ら
遠
ざ

か
る
工
夫
を
習
慣
的
に
行
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
有
効
な
の
が
、「
危
険

予
知
活
動
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
取
り
組

む
作
業
に
つ
い
て
、

起
こ
り
得
る
危
険

を
考
え
、
対
処
法

を
事
前
に
確
認
す

る
こ
と
が
、
事
故

の
芽
を
摘
む
一
つ

の
工
夫
に
も
な
り

ま
す
。
事
故
よ
り

は
無
事
故
で
済
む

こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
、
安
心
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、「
今
日
も
無

事
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
、
そ
の
理

由
は
…
…
」
と
考
え
る
こ
と
も
有
効
で

す
。
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■日本の四季は豊かだと痛感しながら長い冬に閉ざされている北海道民。そこ
で暮らすわれわれは春の訪れを、今かいまかと待ちわびる。昨年は気候に裏切
られた 1年、本町の有史以来と言っても大げさではない災害が農地を襲い、農
舎やハウスを飲み込み天災が牙をむいた。今年こそは穏やかで実り豊かなになっ
てもらいたいと願う思いは皆同じです。■情報化社会といえども最近、否応な
しに種々雑多な情報が飛び込んできます。新聞やTV、ネットの情報など翻弄さ
れる毎日に驚かされるのは自分だけでしょうか。見たくも聞きたくもない隣国
の事件は朝から深夜まで同じような報道。米国大統領の飽きもしない批判、国
内では築地市場の移転問題。これから生産活動が始まる農業問題や大切な食料
の自給問題、異常気象の原因とされる森林環境保全や農林漁業が果たしている
役割などニュースの材料は一杯あるのではないでしょうか。受信料を徴求して
いる不祥事続きの国営放送局の役割は大きい。

1,895 人

741 人

252 億 81 百万円

59 億 16 百万円

 11 億 03 百万円

37 億 87 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 29 年 1 月末）

発生件数　　0 件（  0 件）　《 1 件》
　　負傷　　0 人（  0 人）　《 1 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《 0 人》
（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（2月 20日現在）

3

7日（火）　第 62回地区懇談会（～８日）

9日（木）　酪農振興部会定期総会

10日（土）　美瑛牛乳発売 10周年記念式典

20日（月）　春分の日

平
成
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1日（
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月
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）
昭

和
45年
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郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1118
熊

谷
留

夫
総

務
部

　
　

第23回理事会　1月30日（月）
■議案審議事項
議案第１号　平成 29 年度運営方針及び部門別方針 ( 案 ) について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 29 年度販売・購買手数料率の設定について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　平成 29 年度経営定期点検実施計画書の策定について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　平成 29 年度ＪＡ内部監査に係る年間計画書の策

定について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①平成 29 年度振興対策組合員の選定について 
②第 62 回地区懇談会の開催要領について

第24回理事会　2月17日（金）

■議案審議事項
議案第１号　行政庁検査に係る指摘事項改善、対応状況報告に

ついて
・原案どおり承認されました。
議案第２号　平成 28 年度決算に係る監事会・全国監査機構提

出の決算関係書類原案の承認について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 29 年度事業計画について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　規程類の変更について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　関係団体への出資金の拠出について
・原案どおり承認されました。
議案第６号　不良債権に係る処理方針について
・原案どおり承認されました。
議案第７号　出資の減口について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①組織機構の一部変更について

農業機械の
安全性について


